
　2022≪後期≫構音指導講座・吃音指導講座には、コロナ禍が収まりきらない中で

の開催にもかかわらず、全国各地からご参加をいただき、ありがとうございました。

　新型コロナも、ようやく下火（？）になりつつあるとは言え、まだまだ安心できる状況で

はないようです。

　しかしながら、コロナ前の日常をとり戻しつつある現状を踏まえ、ご本人や親御さんの心

情を思えば、ここでなお、足踏みしている訳にはいかないとの皆様の気概を想像し、

2023 吃音指導講座・構音指導講座の開催を計画いたしました。

　今講座でも、できるだけ指導動画、また、参考動画を中心に据え、具体的な場面から問題

の本質や指導の理念を解説していきたいと考えています。

　ぜひご参加いただきますよう、ご案内申し上げます。

　講座の延期が、事前に予想された場合は、７月31日(月)までに、

　親子ことばの相談室のＨＰでご連絡いたしますのでご留意下さい。

　また、既に申し込まれた先生方には、所属所にも、FAXにて連絡いたします。

　　ホテル・交通機関等の利用にかかる費用のキャンセル料金につきまして

　は、各自ご負担いただきますようお願い申し上げます。

山形言語臨床教育研究会・山形言語臨床教育相談室 主催

【 基本的には、各都道府県の対策や要請を遵守して下さい 】

≪ 山形県の状況も把握くださるようお願いいたします ≫

また



● 構音指導への基本スタンス ●

　“子どもを育む構音指導”とは、どのような指導のことなのでしょう？

　指導が終了し、いよいよお別れの時、以下のような様子に遭遇できれば、“子どもを育む構音指

導”になっていたと、密かに喜んで良いのではないかと思うのです。

● 側音化構音であっても、構音が直った上に、明るくなってお友達もできた。教室で手を挙げるようにもなった。

● 側音化構音であっても、構音が直ったばかりか、私（母親）の話（悩み）も聞いてもらえた。

　このような言葉をお聞きしたいがために、50年以上の年月を、自己研鑽に費やしてきたような気

がします。そして、これからも続くのだと思います。

　親御さんからの言葉の“key Word”は、『発音（構音）が直った』だと思うのです。そして、こ

の言葉の後に、「直った上に」「直ったばかりか」が続くのです。

　このような結果が得られる指導を“子どもを育む構音指導”と呼びたいのです。

　機能的構音障害に於いては、構音の誤り方に一喜一憂するのは止めましょう！　指導(治療)の本質

は、そこにはないのですから !!

内容① 側音化構音への構音(点)指導の基礎【構音(点)指導から[ち][し]が出るまで】
　＝ 小学３年女児マリさんに対する［ち］及び［し］の18分間の指導から ＝

この18分の中に、構音(点)指導の原則のほぼ全てが含まれています

内容② 年長児びいさん(通室10回終了)の側音化構音「チ・シ」への構音指導
通室２回目、構音(点)指導１回目の [tʃi] の指導の視聴と解説

内容③ 「わたし、心が強くなったの」と母を驚かせた泣き虫さゆりさんの変化

主　　催；山形言語臨床教育研究会・山形言語臨床教育相談室

開催期日：2023(R５)年８月20日(日) 10時～17時

場　　所：山形市市民活動支援センター（霞城セントラル23階：高度情報会議室）

講　　師：梅村 正俊（山形言語臨床教育相談室：言語聴覚士）

【  講座参加費  】基本参加費：7，０００円（当日徴収） 募集定員：45名限定【先着順】

【 参加の条件 】全日程の参加が可能

【 参加申込の方法 】必要事項の全てを楷書で記載し、ＦＡＸでお申し込み下さい

【 参加申込の締切 】８月８日(火) … 定員になり次第締め切ります

【 問い合せ先 】山形言語臨床教育相談室 ※ お問い合わせは、全てＦＡＸでお願い致します。

　　　　　990-2483 山形市上町 5-11-24　　990-2483 山形市上町 5-11-24　　FAX専用：023-646-6492

子どもを育む構音指導の実際
— 側音化構音の早期改善・早期指導終了を目指す構音指導 その５ —

山形言語臨床教育研究会　代表 梅村　正俊　



◎

○ 構音(点)指導の基本 ＝ 幼児から成人までの構音(点)指導の基本は同じ

① 構音指導の際の「誤りの自覚がない」「直す意欲もない」は、指導の難易度とは、無関係

従って、むしろ、幼児からの指導の方が容易

② 正音と誤り音の聴覚的差異の大小は、指導の難しさの理由には、ならない

③ 『練習として、50回“側音の[チ]”を言わせれば、“側音の[チ]”の練習を50回させたことになり、

さらに強固な“側音の[チ]”を習得させることになる』と心得る

④ 構音運動の反復練習の量が、正音を会話に般化させる唯一の方法ではない　R04・R07
※ 側音への指導でも、10～25回前後の通室で終了することが多く、反復練習の量は決定的な要因ではない

⑤ 口腔内の図を用い、舌の動かし方等を指導する必要は、全くない

⑥ 指導を始める際の「今から、チの練習を始めます」等の挨拶は、しない

構音指導の本質は、国語や算数のような学習ではありませんから

⑦ 指導を始める際の「私(指導者)が、[チ]と言いますから、あなたも同じように、[チ]と言って下さい」

などの指示は、誤り音の構音運動を誘発し、構音指導を阻害する

⑧ 鏡の使用は、どの年齢においても必要ない。特に幼児には、用いない

　構音運動は、ある言葉を言おうとした瞬間には、発語者の意識とは関係なく構音運動が始ま

ります。つまり、例えば、側音化構音 [tʃi] の構音の場合であっても「ち」を言おうとしたそ

の瞬間には、側音化構音「ち」の構音運動は、すでに始まるのです。

　ですから、口腔内の図を用い舌の動かし方を前もって説明する行為は、誤り音（例えば、側

音化構音）になる運動を誘発しておいて正音の構音運動を導こうという矛盾した行為を要求す

ることになるのです。

　当然、正音の構音運動を、自覚的に導き出すことは、かなり難しくなるのです。

◎
○ 構音(点)指導の基本 ＝ 幼児から成人までの構音(点)指導の基本は同じ

○ 側音化構音の指導・治療は、他の構音の誤り方への指導・治療に比べて

特に難しい訳ではありません。特段の違いは、無いのです

① 側音化構音に対する指導でも、舌の体操や舌を平らにするなどの指導は全く必要ない

②  [ⅰ] に側音化構音が認められても、 [ⅰ] から指導する必要は全くない

③ 側音化構音と置換が混在する場合、側音から指導することで、早期終了が見込める

④ 多くの構音に側音化構音が認められる場合、 [tʃi] から指導を始めることで、早期終了が見込める

　「けんか」の[ke]を[te]と構音しようと、[側音のke]と構音しようと、指導として目指す

[ke]の構音運動は、同じ構音運動の[ke]のはずです。

　仮に、「舌の生理学的病理学的な原因」で、①側音化構音になるのであれば『機能的構音障

害』とは言えませんし、②側音化構音[ke]の構音動態が示すように、/k/ の構音運動の開始か

ら「舌が膨らんでくる・額が偏位する」のであれば [keNka]の /ka/も側音にならなければな

りません。つまり、[keNka]の発語の際、[ke]のみに側音化構音が生じるのであれば、「舌の

生理学的病理学的な原因」で生じている訳ではないといえるのです。

　そもそも、舌そのものに「生理学的病理学的な原因」があるのであれば、発語全体が不明瞭

になるはずです。でも実際は、側音化構音になる構音以外は、実に明瞭なのです。

　また、「けんか」の[ke]と[ka]の/k/の構音運動は、全く同じ運動なのです。ですから、/k/

自体に構音運動としての問題は、全くないのです。従って、『舌の体操』や『舌を平らにする

指導』の必要は、無いと考えられるのです。それでも「構音に関わる筋力」を鍛えたい方には、

MFT をお勧めします。MFT だけでも歯間音の改善が期待できます。

側音化構音への指導も含め、構音指導全般の基本





　構音への様々な指導法を１０でも、１００でも知っていてもいいのです！　でも、知っていることが

大切なことではないのです。

　大切なのは、今目の前にいるお子さんについて「早期改善・早期終了を目指す構音指導」の観点から

指導方法を選択し、実際に指導することができることです。

　側音に限らず、誤り音のある幼児の親御さんなら「幼児であっても、指導し、入学までには正音に改

善してくれる指導者』を探すのではないでしょうか？

お断り①：参加者の更なるご要望により、当日の内容・日程が変更されることがあります。

　　　　　できるだけご要望にはお応えしたいと考えています。予め、ご了解ください。

お断り②：構音記号は、日本音声言語医学会の旧表記です。

お断り③：正音と誤り音の表記は、[誤り方／正音〕となっています。

 ① 演習形式での進行が基本

 ② 質問がある場合は、講話の途中であっても、話をさえぎってでも質問して下さい！

 ８月20日（日） ※ 登場するお子さんの名前は、全て仮名です

 10時 ～ 12時頃

内容① 機能的構音障害としての側音化構音に対する構音点指導の基礎

・小学３年女児(まりさん)に対する [ʃi] [tʃi] の18分間の構音(点)指導の視聴と解説

≪ 構音(点)指導開始後18分で [シ・チ] が出る ≫

この18分の中に、構音(点)指導の原則のほぼ全てが含まれています

・年長児びいさん(通室10回終了)の側音化構音「チ・シ」への構音指導

通室２回目、構音(点)指導１回目の [tʃi] の指導の視聴と解説

【時間があれば】[ki・ke] の『構音(点)指導〔音つくり〕』

 １３時 ～ １6時30分頃（途中、時々休憩あり）

内容② A13「構音指導の段階」の解説と『会話への般化の手続き』の視聴と解説

対象児：年長児・小学１年生の側音化構音で指導を受けた子の３．４人

対象音：チ・シ・キ・ケ etc

図：Ⅲ 会話への般化の手続き《概略》

A20「終了判断」の手続きの方法の視聴と解説

『Ｘをさがそう』： [エ]列の構音も側音化構音になる年長児とみおさん

内容③ 「わたし、心が強くなったの」と母を驚かせた、泣き虫さゆりさんの変化

昼食・休憩

 受 付 ９時３０分 ～ 10時頃

１2時 ～ １3時頃

終　了 　　１7時　（お願い：時間の許す方、後片付けのお手伝いを！ ）　　Time-remits：18時





整理番号（　　　　／45）

参加申し込みの際は、整理の都合上、この「参加申込書」をこのままご使用下さい

参加者お一人につき１枚でお申込み下さい。また、送付書はつけずに送信して下さい

● 構音指導講座・吃音指導講座 それぞれに お申し込み下さい

● 太枠内の全てについて、“ 楷 書 ”でご記入下さい。

 ◎ 講座への参加状況につきましては、（構音・吃音・不参加）のいずれかに○印をつけて下さい

　

 必須

　言語関係の担当：通算　　 年目

※FAX
　番号 　番号

 ※ ご自分の
 　 携帯番号

 ※ 中止の連絡等、緊急時の連絡先にしますので 必ず ご記入ください。
 　 所属所への連絡だけで、間違いなく連絡がつく場合は、携帯番号の記載は必要ありません。

〠 　　　 －

都 道

府 県

（　 ）ハガキでの案内　（　 ）YouTubeを見ていて （　 ）知人からの紹介

（　 ）相談室のHP （　 ）県民ホールのHP （　 ）その他：支障のない程度に‥

 上記以外の講座の内容に対するご希望・ご質問をご記入下さい

  所 属 所 住 所 

お　 名　 前

所  属  所  名  

 所属所電話番号 

※電話

ＦＡＸ番号 ０２３-６４６-６４９２


